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豊橋市 富士見校区の取り組み

～みんなの防災ネットワーク構築モデル事業～

まちの人たちといっしょに防災を学ぼう！

まちの人たちと防災の輪をつくろう！

≪発表者≫
富士見校区防災委員会委員長

二河田昌幸

私たちの富士見校区

豊橋駅

富士見校区

人 口 ８，２４４人

世帯数 ２，８４２世帯

私たちの富士見校区 これまでの取り組み

●「防災委員会」

毎年、防災訓練の実施、防災倉庫のチェック

かつて、図上訓練や啓発チラシも作成

これまでの取り組み

●「女性防火クラブ」

「知っ得マメ知識」の回覧、防火教室、

普通救命講習会などを精力的に実施

これまでの取り組み

■各家庭での家具の転倒防止

耐震性の高い住宅が多い中、次に取り組む必要

■災害時要援護者への取り組み

これまでにも各家庭への個別訪問重ねるも
なかなかうまくいかず

校区のこと、隣近所のことをまず
知ってもらう必要があるのでは？
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①会合の呼びかけ

■富士見校区防災連絡協議会

総代会

防災委員会 女性防火クラブ

民生委員子供会

消防団 富士見小学校

富士見小PTA 高豊中PTA

可知病院

デイサービス彩幸

ニューレイク
クラブ

②活動の流れ

第１段階 DIG

■段階を踏んだ活動

第２段階 防災訓練

取り組みの大まかな内容や方法は連絡協議会で、
細かな点は、防災委員、女性防らで詰めて準備

●まず最初に、まちを防災から見直そう

●「組長」に意識を持ってもらおう

●広い人のつながりを求めよう

●防災のことをいろいろ知ろう

■地図での書き込み作業

③第1段階 DIGの実施

同時に２会場でＤＩＧ
を実施

③第1段階 DIGの実施

■地図での書き込み作業

■参加者各自に問題意識を投げかけた

③第1段階 DIGの実施

■多様な団体が各訓練を受け持つ

総代

防災委員 女性防火クラブ

豊橋市災害ボランティア
コーディネータの会

消防団 可知病院

市役所 コンサルタント

★多様な団体が訓練コーナーを受け持ちました

★手話通訳の方も来てくださり、参加者の体験を支えました

④第2段階 防災訓練

★デイサービス彩幸でも、災害時の取り決めに沿った訓練が
行われました
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■さまざまな内容で訓練を構成

まちなか確認
コース

避難所学習
コース

部屋と家の安全確認
コース

防火学習
コース

地震体験
コース

体験型に加えて、理解・学習する内容も取り入れて
5つのコースをつくりました

④第2段階 防災訓練

■部屋と家の安全確認コース

④第2段階 防災訓練

④第2段階 防災訓練

■部屋と家の安全確認コース

④第2段階 防災訓練

■地震体験コース

思ったより重い。
お年寄りには大変では？
備品をそろえる必要がある。

■今回参加して、取り組みたいと思った対策は？

⑤アンケートで意識を探る

0% 10% 20% 30% 40%

家具の転倒防止

非常持ち出し袋・食料・水

家族での安否確認方法話し合い

DIG実施前（7月） 防災訓練終了後（10月）

第1段階：イメージトレーニング

第2段階：見て触れる機会

取り組み意識
の着実な増加

■参加の呼びかけ

今回の取り組みを通じて考えたこと

(1)学校の防災訓練とのタイアップができれば

(2)日程調整

(3)参加の念押し

他の行事との日程調整は重要

祭りなど「他の行事との組み合わせ」は一つのアイデア

防災意識を起動させる段階では、改めて念押しが必要

声がけ役の組長の意識改革が必要
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■ひとのネットワークづくり

今回の取り組みを通じて考えたこと

(1)人の連携をつくる方法

(2) 浸透させるには時間が必要

(3)無理やり人を呼び出すこと

今回は、「防災」から人を集めて取り組みを検討したが、
他の機会を使って人を招き入れる方法もある

DIGでは、組長を無理やり参加させたが盛り上がった

日曜日や、夕方開始の防災訓練も、家庭の女性には支持
されないが、「制約」として受け入れられるかも


